
遠

州

池

田

庄

遠

州

池

田

庄

至

徳

二

年

至

徳

二

年

浜松の文化財5

鰐口 至徳二年の陰刻銘あり

県指定有形文化財（工芸品）

Waniguchi（a metal gong） which offerd up in 1385

浜松市文化財課
Hamamatsu City,Cultural Properties Division



　鰐口は、金属製の扁平な鐘の一種で、寺院や神社の
堂宇の軒先に吊るされ、礼拝時に打ち鳴らされまし
た。下半部は切込み状に口を開けており、鰐が口を開
けた状況に似ていることから鰐口と呼ばれています。
鰐口は鉄製のものがありますが、多くは青銅製です。
上部に吊るすための把

とって

手がふたつあります。鰐口には
製作した年や奉納した年、製作した工人、奉納者や奉
納先、願いなどを刻むことがあります。金工品として
の基準資料となるとともに、多くの歴史情報を伝えて
います。
　近代以前には多くの寺社の軒先に吊るされていまし
たが、廃

はいぶつきしゃく

仏毀釈や戦争中の供出により数を減らしたと
言われています。北海道と沖縄を除く全国に分布して
おり、浜松市内では文化財指定されたものだけでも18
口が知られています。

　■鰐
わにぐち

口とは

寺社の軒先に吊るされた鰐口

至徳二年銘鰐口の特徴
　「鰐口 至

しとく

徳二年の陰
いんこくめい

刻銘あり」（以下、至
しとくにねんめいわにぐち

徳二年銘鰐口という）は、銘文から至徳二年（1385）に遠江国池田庄の若宮大明
神に奉納されたことがわかります。至徳二年銘鍔口は、青銅を鋳造して製作されています。鍔口の面径は22.4㎝あり、撞座の
中央部分の厚さは9.6㎝、縁（側面）の厚さは6.8㎝、重さは4.095㎏あります。静岡県における室町時代前期以前に製作された
他の鰐口と共通する特徴がみられ、銘文に示された年代と形態的な特徴が合致します。令和３年（2021）４月２日に静岡県の
有形文化財（工芸品）に指定されました。

0 1:2 5cm



至徳二年銘鰐口と中世の浜松
　至徳二年銘鰐口には、銘
文が陰刻されています。銘
文からは、室町時代前期（南
北朝時代）にあたる至徳二年
（1385）年に国土豊穣、子孫
繁昌を願い池

いけだのしょう

田荘（現在の浜
松市東南部から磐田市南西部
の地域）内にあった松尾末社
の若宮大明神に奉納されたこ
とがうかがえます。
　中世の浜松とその周辺は、
貴族や寺院が領有した荘園や
伊勢神宮などが領有した御厨
が数多く存在しました。天竜
川は現在よりも東側を流れて
いたと推定されています。天
竜川が形成した平野の南東部
に池田荘がありました。
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表紙：鰐口 至徳二年の陰刻銘あり
発行　浜松市市民部文化財課
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浜松市内の指定文化財鰐口
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指定 名　称 西暦No.
1964 年 11 月 11 日

1972 年 11 月 28 日

1982 年   9 月 17 日

1972 年 11 月 28 日

1966 年 12 月 26 日

2001 年 12 月 19 日

1975 年   3 月 25 日

1972 年 11 月 28 日

2003 年   7 月   1 日

2003 年   7 月   1 日

1976 年   5 月 20 日

1972 年 11 月 28 日

1986 年   2 月 14 日

2003 年   7 月   1 日

1983 年   3 月   8 日

1988 年   3 月   8 日

2003 年   7 月   1 日

2021 年   4 月   2 日

銘文の奉納先等 奉納先の所在地 所有等 指定年月日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

鰐口（文永五年の銘）

鰐口（延文二年の銘）

鰐口（応安二年の銘）

鰐口（応永十四年の銘）

鰐口（永享八年の銘）

鰐口（延徳二年の銘）

鰐口（永禄十一年の銘）

鰐口（永禄十年の銘）

鰐口（大永八年の銘）

鰐口（永正十五年の銘）

鰐口（文明三年の銘）

鰐口（寛正六年の銘）

鰐口（長禄二年の銘）

鰐口（文安四年の銘）

鰐口（文安元年の銘）

鰐口（永享十二年の銘）

鰐口（永享二年の銘）

鰐口（至徳二年の銘）

1357
1369

1444
1440
1436
1430
1407
1385

1268

1447
1458
1465
1471
1490
1518
1528
1567
1568

頭陀寺

新達寺

峯真福寺ほか

池田荘若宮大明神

懐山六所神社ほか

渋川泉徳寺

吉永郷亥楽寺

地頭方薬師堂

大土岐牛頭天王

川名薬師堂

省光寺

胡桃平薬師堂

諏訪大明神

小川村

六所大明神

井伊郷八幡宮

藤平阿弥陀堂

相谷村宇佐大明神

南区頭陀寺町

北区引佐町奥山

天竜区熊

浜松市及び磐田市

天竜区懐山ほか

北区引佐町渋川

天竜区春野町田河内

天竜区水窪町地頭方

天竜区春野町大時

北区引佐町川名

天竜区神沢

天竜区春野町胡桃平

天竜区水窪町地頭方

天竜区小川

天竜区阿寺

北区引佐町井伊谷

天竜区西藤平及び東藤平

天竜区大谷

浜松市博物館

浜松市博物館

浜松市博物館

大時自治会

川名薬師堂

西神沢六所神社

胡桃平自治会

八剣池神社

小川若宮八幡神社

阿寺六所神社

６区大日堂

個　人

大谷宇佐八幡神社

個　人

個　人

個　人

富幕観音堂

峯熊阿弥陀堂

1313 77

99

141444

181811

55

※名称は指定名称とは異なる


